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(57)【要約】
　内視鏡用栓部材は、外部に連通する開口部を有した内
視鏡の開口部に装着される内視鏡用栓部材であって、開
口部に設けられた開口部側当接面と、開口部側当接面に
当接することにより開口部を塞ぐ栓体側当接面を有した
栓体と、栓体側当接面が開口部側当接面から離間する方
向に栓体を可動に保持するとともに、内視鏡に着脱可能
な取付保持手段と、栓体側当接面が開口部側当接面に当
接する方向に栓体を押し付ける付勢力を栓体に付与する
栓体付勢部材と、離間する方向における栓体の可動範囲
を、選択的に変化させる可動範囲調整部と、を具備する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部に連通する開口部を有した内視鏡の、前記開口部に装着される内視鏡用栓部材にお
いて、
　前記開口部に設けられた開口部側当接面と、
　前記開口部側当接面に当接することにより前記開口部を塞ぐ栓体側当接面を有した栓体
と、
　前記栓体側当接面が前記開口部側当接面から離間する方向に前記栓体を可動に保持する
とともに、前記内視鏡に着脱可能な取付保持手段と、
　前記栓体側当接面が前記開口部側当接面に当接する方向に前記栓体を押し付ける付勢力
を前記栓体に付与する栓体付勢部材と、
　前記離間する方向における前記栓体の可動範囲を、選択的に変化させる可動範囲調整部
と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用栓部材。
【請求項２】
　前記内視鏡は、流体が注入される注入口と、前記流体が排出される排出口と、前記注入
口と前記排出口に連通する内部管路と、を有し、
　前記開口部は、前記内部管路の途中で前記内部管路と連通し、
　前記可動範囲調整部は、前記内部管路に注入された流体が前記開口部と前記栓体との間
から漏れ出る量を選択的に変化させることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用栓部材
。
【請求項３】
　前記可動範囲調整部は、前記取付保持手段に設けられたカム当接部と、前記栓体に設け
られ、前記栓体の可動方向に異なる高さを有した複数のカム面を有するカム部と、複数の
前記カム面のいずれかを選択的に前記カム当接部と当接可能な位置に配置させる摘み部と
、を備えて構成され、
　前記摘み部により複数の前記カム面のいずれかを選択的に前記カム当接部と当接可能な
位置に配置することにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴と
する請求項１又は２に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項４】
　前記可動範囲調整部は、前記栓体に設けられたフランジ部と、前記栓体の可動方向で前
記フランジ部と当接する前記取付保持手段に設けられたフランジ当接部と、前記フランジ
部と前記フランジ当接部との間に着脱可能に載置される複数のスペーサーと、を備えて構
成され、
　前記フランジ部と前記フランジ当接部との間に前記スペーサーを載置しないか、いずれ
かの前記スペーサーを選択的に載置することにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に
変化させることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項５】
　前記可動範囲調整部は、前記栓体に設けられた栓体当接部と、前記栓体の可動による前
記栓体当接部の可動範囲内に挿抜可能に設けられた栓体突き当て部材と、とを備えて構成
され、
　前記栓体突き当て部材を前記栓体当接部の可動範囲内に挿抜することにより、前記栓体
の前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用
栓部材。
【請求項６】
　前記取付保持手段に設けられた雌ねじと、前記栓体突き当て部材に配設され、前記雌ね
じに前記栓体の可動方向にねじ込まれる雄ねじと、を有し、前記雄ねじの前記雌ねじへの
ねじ込み量を選択的に変化させることにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に変化さ
せることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項７】
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　前記可動範囲調整部は、前記栓体に設けられた栓体当接部と、前記栓体の可動による前
記栓体当接部の可動範囲内に挿抜可能に設けられ、前記栓体付勢部材の付勢力と同一方向
に前記栓体へ追加付勢力を付与する追加付勢部材と、を備え
　前記追加付勢部材を前記栓体当接部の可動範囲内に挿抜することにより、前記内視鏡の
内部管路に注入された流体が前記栓体へ付与する圧力が所定圧力の時における、前記栓体
の前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡用
栓部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の操作部に設けられたシリンダー部に装着される内視鏡用栓部材に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野で使用される内視鏡は、患者の体内に挿入されて、観察、検査、処置等に使用
される。内視鏡には、挿入部を鼻腔から体内に挿入する経鼻内視鏡、口腔から体内に挿入
する経口内視鏡、肛門から体内に挿入する大腸内視鏡等、様々な機種が用意されている。
【０００３】
　これら内視鏡の内部には、送気送水用管路、吸引管路を兼ねる処置具挿通用管路等が設
けられている。内視鏡は、患者間の感染、或いは患者から術者への感染を回避するため、
各症例後、直ちに外表面並びに各管路内の洗浄、消毒または滅菌が実施される。
【０００４】
　特開平８－３０８７９７号公報には、作業者に負担のかからない姿勢で作業を行なえ、
注射器による注入操作回数を極力少なくして、洗浄作業性を良好にする内視鏡装置が示さ
れている。　
　この内視鏡装置において管路の洗浄、消毒を行う場合、作業者は、図１、図２に示すよ
うに全管路洗浄アダプタ（本願の内視鏡用栓部材に対応）１のアダプタ本体１ａを内視鏡
２の操作部２ａに取りつける。この際、全管路洗浄アダプタ１の送気送水用プラグ１ｂを
送気送水シリンダー３ａに緩合し、吸引用プラグ１ｃを吸引シリンダー３ｂに緩合する。
また、リーク孔４ａを有する栓体４を操作部２ａに設けられている鉗子口部３ｃに装着す
る。
【０００５】
　図１、図２に示すように全管路洗浄アダプタ１は、保持板１ｄ、バネ１ｅ、１ｆを備え
ている。送気送水用プラグ１ｂには弁部１ｂａ、凸部１ｂｂ、緩合部１ｂｃが設けられて
いる。吸引用プラグ１ｃには弁部１ｃａ、凸部１ｃｂ、緩合部１ｃｃが設けられている。
【０００６】
　送気送水用プラグ１ｂの緩合部１ｂｃは、送気送水シリンダー３ａの内部空間３ａｓ内
に配置される。吸引用プラグ１ｃの緩合部１ｃｃは、吸引シリンダー３ｂの内部空間３ｂ
ｓ内に配置される。送気送水用プラグ１ｂの弁部１ｂａの一端面側は、送気送水シリンダ
ー３ａの開口端３ａｍに載置される。吸引用プラグ１ｃの弁部１ｃａの一端面側は、吸引
シリンダー３ｂの開口端３ｂｍに載置される。送気送水用プラグ１ｂの凸部１ｂｂ及び吸
引用プラグ１ｃの凸部１ｃｂは、保持板１ｄ上に配置される。第１バネ１ｅは、保持板１
ｄと弁部１ｂａの他端面側との間に配置される。第１バネ１ｅは、弁部１ｂａを送気送水
シリンダー３ａの開口端３ａｍに予め定めた圧力で押し付ける付勢力を有する。第２バネ
１ｆは、保持板１ｄとの弁部１ｃａの他端面側との間に配置される。第２バネ１ｆは、弁
部１ｃａを吸引シリンダー３ｂの開口端３ｂｍに予め定めた圧力で押し付ける付勢力を有
する。
【０００７】
　一方、図１に示すように内視鏡２のコネクタ部５の加圧口金５ａと送水口金５ｂとに連
結栓６を装着する。また、この装着状態で、コネクタ部５の送気口金５ｃに送気・送水管
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路用チューブ７ａの一端部を連結し、吸引口金５ｄに吸引管路用チューブ７ｂの一端部を
連結する。送気・送水管路用チューブ７ａの他端部及び吸引管路用チューブ７ｂの他端部
に注入チューブ体８を連結する。そして、予め設定された容量の注射器９を注入チューブ
体８の例えば送気・送水管路用チューブ７ａ側に接続する。
【０００８】
　次に、作業者は、注射器９のプランジャー９ａを操作してシリンジ９ｂ内の例えば洗浄
液等の液体を送気・送水管路用チューブ７ａに注入する。液体は、ユニバーサルコード２
ｂ内を挿通するシリンダー基端側送気チューブ（以下、第２送気チューブと略記する）２
ｂａ内、及び連結栓６を介してシリンダー基端側送水チューブ（以下、第２送水チューブ
と略記する）２ｂｂに流入される。
【０００９】
　プランジャー９ａの操作に伴って、液体は、第２送気チューブ２ｂａ及び第２送水チュ
ーブ２ｂｂから送気送水シリンダー３ａの内部空間３ａｓに流入する。ここで、送気送水
シリンダー３ａに流入した液体の一部は、第１バネ１ｅの付勢力に抗して弁部１ｂａを押
し上げ、送気送水シリンダー３ａの開口端３ａｍから流出される。このことによって、送
気送水シリンダー３ａの開口端３ａｍ及び開口端側空間が洗浄液によって洗浄される。
【００１０】
　一方、送気送水シリンダー３ａに流入した液体の大部分は、送気送水シリンダー３ａを
経由して内視鏡２の挿入部２ｃ内を挿通するシリンダー先端側送気チャンネル２ｃａ及び
シリンダー先端側送水チャンネル２ｃｂに流入される。その後、該チャンネル２ｃａ、２
ｃｂに流入した液体は、内視鏡２の先端面２ｆに設けられている送気・送水ノズル２ｄか
ら流出される。　
　このことによって、第２送気チューブ２ｂａ内、第２送水チューブ２ｂｂ内、送気送水
シリンダー３ａ内、シリンダー先端側送気チャンネル２ｃａ内及びシリンダー先端側送水
チャンネル２ｃｂ内が洗浄液によって洗浄される。
【００１１】
　この後、注射器９を注入チューブ体８の吸引管路用チューブ７ｂ側に接続してプランジ
ャー９ａを操作する。すると、洗浄液が吸引管路用チューブ７ｂからユニバーサルコード
２ｂ内を挿通するシリンダー基端側吸引チューブ２ｂｃ内、吸引シリンダー３ｂの内部空
間３ｂｓ、内視鏡２の挿入部２ｃ内を挿通するシリンダー先端側吸引チャンネル２ｃｃ内
を通過して、開口２ｅから流出されて、洗浄液による洗浄が行われる。
【００１２】
　なお、図1の符号３ｃｃは、鉗子チャンネルである。鉗子チャンネル３ｃｃは、鉗子口
部３ｃに開口を有し、シリンダー先端側吸引チャンネル２ｃｃに連通している。したがっ
て、シリンダー先端側吸引チャンネル２ｃｃ内に流入した洗浄液の一部は、鉗子チャンネ
ル３ｃｃに流入してリーク孔４ａから流出される。このことによって、鉗子チャンネル３
ｃｃ内が洗浄液によって洗浄される。
【００１３】
　また、吸引シリンダー３ｂに流入した液体の一部は、第２バネ１ｆの付勢力に抗して弁
部１ｃａを押し上げ、吸引シリンダー３ｂの開口端３ｂｍから流出される。このことによ
って、吸引シリンダー３ｂの開口端３ｂｍ及び開口端側空間が洗浄液によって洗浄される
。
【００１４】
　注射器９によって各管路内へ注入される液体は、洗浄液に限定されるものではなく、濯
ぎ用の滅菌水、消毒液等である。また、注射器９による各管路内への液体の注入に変えて
空気等の気体を送り込むことによって、管路内の排液を行える。つまり、注射器９によっ
て各管路内へ各種流体の注入を行える。　
　しかしながら、注射器９等の送液手段により、内視鏡の内部に設けられている管路全域
、特に挿入部２ｃの先端側に位置する送気・送水ノズル２ｄ側に、洗浄液や消毒液等の液
体を充填し行き渡らせようとしても、弁部１ｂａと開口端３ａｍとの隙間から液体が漏れ
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ることとなり、前述した隙間がない状態に比べて注射器のプランジャーを操作する回数、
つまり送液手段を駆動する時間（回数）が増大する。また、注射器９等の送液手段により
、管路全域、特に挿入部２ｃの先端側に位置する開口２ｅ側に、液体を充填し行き渡らせ
ようとしても、弁部１ｃａと開口端３ｂｍとの隙間から液体が漏れることとなり、前述し
た隙間がない状態に比べて送液手段を駆動する時間（回数）が増大する。
【００１５】
　また、内視鏡の機種、用途、構成等により、内視鏡の内部に設けられる管路の長さ、或
いは、内径等が異なっている。また、１つの内視鏡においても、送気送水用の管路と吸引
用の管路とで径寸法が異なっている。
【００１６】
　例えば、経鼻内視鏡の管路内に流体を流入させる場合と、経鼻内視鏡に対して管路容積
の大きい大腸内視鏡の管路内に流体を流入させる場合とでは、注射器のプランジャーを操
作する回数が異なる。注射器のプランジャーを操作する回数は、管路容積が大きい大腸内
視鏡の管路内を洗浄する際、経鼻内視鏡の管路内を洗浄する場合に比べて、増大する。
【００１７】
　また、送気送水用管路に流体を流入させる場合と、送気送水用管路に対して管路容積の
大きい吸引用管路に流体を流入させる場合とでは、吸引用管路では管路の途中に鉗子チャ
ンネルが分岐しているため、注射器のプランジャーを操作する回数が異なる。注射器のプ
ランジャーを操作する回数は、吸引用の管路内を洗浄する際、送気送水用の管路を洗浄す
る場合に比べて、増大する。
【００１８】
　さらに、全管路洗浄アダプタは、管路容積が異なる経鼻内視鏡、経口内視鏡、大腸内視
鏡のいずれにも取り付け可能に構成されている。全管路洗浄アダプタをシリンダーに取付
けた状態で注射器により流体の注入を行った際、経鼻内視鏡においては、送気送水シリン
ダーに流入した液体のうち一部が開口端から流出され、液体の大部分は送気送水シリンダ
ーを経由してシリンダー先端側送気チャンネル及びシリンダー先端側送水チャンネルに流
入する。その後、シリンダー先端側の送気チャンネル及び送水チャンネルに流入した流体
は、送気・送水ノズルから流出されるので良好な洗浄を行える。　
　しかし、シリンダー先端側送気チャンネル及びシリンダー先端側送水チャンネルの管路
長さが長く、シリンダー先端側送気チャンネル及びシリンダー先端側送水チャンネルの管
路容積および管路内の流体抵抗が経鼻内視鏡より大きい大腸内視鏡においては、送気送水
シリンダーに流入した液体が必要以上に開口端から流れ出て、送気送水シリンダーを経由
してシリンダー先端側送気チャンネル及びシリンダー先端側送水チャンネルに流入される
流体量が減少する。この結果、注射器のプランジャーを操作する操作回数が増大して、作
業者の負担が増大する。
【００１９】
　また、管路内の水切りを目的として管路内に空気を供給する場合、シリンダーの開口端
から空気が漏れ出ることにより、注射器のプランジャーを操作する操作回数が増大する。
このため、作業者からは空気を供給する際、シリンダーの開口端から漏出することなく、
シリンダーを経由して空気を一気に噴出させたいという要望があった。
【００２０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡の内部管路内に流入された流体
を内視鏡の開口部から外部に流出させるか否かの調整、及び流出させる場合にはその流出
量の調整を行え、該内部管路内に最適な状態で流体を供給して管路内の洗浄消毒やすすぎ
、排液を可能にする内視鏡用栓部材を提供することを目的にしている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明の一態様の内視鏡用栓部材は、外部に連通する開口部を有した内視鏡の、前記開
口部に装着される内視鏡用栓部材であって、前記開口部に設けられた開口部側当接面と、
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前記開口部側当接面に当接することにより前記開口部を塞ぐ栓体側当接面を有した栓体と
、前記栓体側当接面が前記開口部側当接面から離間する方向に前記栓体を可動に保持する
とともに、前記内視鏡に着脱可能な取付保持手段と、前記栓体側当接面が前記開口部側当
接面に当接する方向に前記栓体を押し付ける付勢力を前記栓体に付与する栓体付勢部材と
、前記離間する方向における前記栓体の可動範囲を、選択的に変化させる可動範囲調整部
と、を具備している。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は特開平８－３０８７９７号公報の概略構成を説明する図に係り、全管路洗
浄アダプタと内視鏡の流体管路と、注射器との関係を説明する図
【図２】全管路洗浄アダプタとシリンダーとの関係を説明する図
【図３】図３乃至図９は一実施形態に係り、図３は内視鏡の流体管路と内視鏡用栓部材と
を説明する図
【図４】内視鏡用栓部材の構成を説明する断面図
【図５】図４の内視鏡用栓部材を矢印Ｙ５方向から見た図
【図６】図４の内視鏡用栓部材を矢印Ｙ６方向から見た図であって、第２当接面をシリン
ダー開口端に密着させた状態を説明する図
【図７】図４の内視鏡用栓部材を矢印Ｙ６方向から見た図であって、当接面とシリンダー
開口端との最大開放間隔を第１の間隔に設定した状態を説明する図
【図８】図４の内視鏡用栓部材を矢印Ｙ６方向から見た図であって、当接面とシリンダー
開口端との最大開放間隔を第１の間隔より幅広な第２の間隔に設定した状態を説明する図
【図９】図４の内視鏡用栓部材を矢印Ｙ６方向から見た図であって、当接面とシリンダー
開口端との最大開放間隔を第２の間隔より幅広な第３の間隔に設定した状態を説明する図
【図１０】スペーサーを交換することによって当接面とシリンダー開口端との最大開放間
隔を調整可能な内視鏡用栓部材を説明する図、
【図１１】図１１－図１３は、可動範囲調整部の変形例であって、図１１は取付固定棒を
備えた栓体移動規制部材と摘み載置部材に貫通孔を備えて構成される可動範囲調整部を説
明する図
【図１２】図１１で示した可動範囲調整部の側面図
【図１３】栓体移動規制部材を摘み載置部材に固定した状態を説明する図
【図１４】栓体移動規制部材と摘み載置部材との一体固定を雄ねじ及び雌ねじの螺合で行
う可動範囲調整部を説明する図
【図１５】栓体移動規制部材に送気送水管路用栓体の摘み部の上面と吸引管路用栓体の摘
み部の上面とをそれぞれ押圧する加圧バネを設けた可動範囲調整部を説明する図
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図３に示すように内視鏡２０は挿入部２１、操作部２２、ユニバーサルコード部２３及
びコネクタ部２４とで主に構成されている。挿入部２１の先端面には図示しない観察窓、
照明窓の他、送気送水ノズル２５と、吸引口２６とが設けられている。送気送水ノズル２
５は、観察窓の洗浄を行うために観察窓に向け送気送水を行う開口部である。吸引口２６
は、体内の組織等を吸引するための開口部である。
【００２４】
　コネクタ部２４には、加圧口金５１、送水口金５２、送気口金５３、吸引口金５４が設
けられている。符号５５は、ライトガイドコネクタである。加圧口金５１は、送水タンク
（不図示）へ気体を送り送水タンク内を加圧するための開口部である。送水口金５２は、
送水タンクから液体が供給される開口部である。送気口金５３は、送気装置（不図示）か
ら気体が供給される開口部である。吸引口金５４は、吸引装置（不図示）により吸引力が
付与される開口部である。　
　本実施形態においては、加圧口金５１、送水口金５２、送気口金５３、及び吸引口金５



(7) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

20

30

40

50

４は、洗浄時、流体の注入口である。
【００２５】
　操作部２２には、外部に連通する開口を有する開口部である、送気送水シリンダー３１
と吸引シリンダー３２とが設けられている。また、操作部２２の先端側には、処置具を挿
入する開口部である処置具挿入口２７を有する、鉗子口部２８が設けられている。
【００２６】
　送気送水シリンダー３１には送気送水制御ボタン（不図示）が着脱自在に装着されるよ
うになっている。送気送水制御ボタンは、送気送水ノズル２５へ気体と液体の何れを送る
かを選択操作するための操作ボタンである。
【００２７】
　吸引シリンダー３２には吸引制御ボタン（不図示）が着脱自在に装着されるようになっ
ている。吸引制御ボタンは、吸引口２６から吸引するか否かを選択操作するとともに、吸
引された体内の組織等を収納するための操作ボタンである。
【００２８】
　そして、流体管路である送気送水管路及び吸引管路の洗浄消毒を行う際には、本発明の
内視鏡用栓部材４０が内視鏡２０の操作部２２に設けられた開口部に着脱自在に装着され
るようになっている。
【００２９】
　内視鏡２０の送気送水シリンダー３１より先端側である操作部２２の先端側および挿入
部２１の内部には先端側送気チャンネル３３及び先端側送水チャンネル３４が配設されて
いる。先端側送気チャンネル３３及び先端側送水チャンネル３４は、流体管路であって内
部管路である送気送水管路を構成する。
【００３０】
　先端側送気チャンネル３３は、基端側が送気送水シリンダー３１と連通し、先端側が送
気送水ノズル２５と連通している。先端側送水チャンネル３４は、基端側が送気送水シリ
ンダー３１と連通し、先端側は先端側送気チャンネル３３と合流（連通）することにより
、送気送水ノズル２５と連通している。
【００３１】
　また、内視鏡２０の吸引シリンダー３２より先端側である操作部２２の先端側および挿
入部２１の内部には、流体管路であって内部管路である、吸引管路を構成する先端側吸引
チャンネル３５が配設されている。先端側吸引チャンネル３５の基端側は、吸引シリンダ
ー３２と連通し、先端側は吸引口２６と連通する。また、先端側吸引チャンネル３５の管
路の中途部には分岐部が設けられている。分岐部には、処置具チャンネル３６の一端部が
連通している。処置具チャンネル３６の他端部は、処置具挿入口２７に連通している。
【００３２】
　一方、内視鏡２０の送気送水シリンダー３１より基端側である操作部２２の基端側及び
ユニバーサルコード部２３、コネクタ部２４の内部には、基端側送気チューブ３７及び基
端側送水チューブ３８が配設されている。基端側送気チューブ３７及び基端側送水チュー
ブ３８は、流体管路であって内部管路である送気送水管路を構成する。基端側送気チュー
ブ３７の先端側は、送気送水シリンダー３１と連通し、基端側は内視鏡２０の送気送水シ
リンダー３１より基端側の内部で分岐される。分岐された基端側送気チューブ３７の一方
は、加圧口金５１と連通し、他方は送気口金５３と連通している。基端側送水チューブ３
８の先端側は、送気送水シリンダー３１と連通し、基端側は送水口金５２と連通している
。
【００３３】
　また、内視鏡２０の吸引シリンダー３２より基端側である操作部２２の基端側およびユ
ニバーサルコード部２３、コネクタ部２４の内部には、流体管路であって内部管路である
、吸引管路を構成する基端側吸引チューブ３９が配設されている。基端側吸引チューブ３
９の先端側は、吸引シリンダー３２と連通し、基端側は吸引口金５４と連通している。
【００３４】
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　内視鏡用栓部材４０は、栓体６０と、取付保持部４１と、取付保持手段である摘み載置
部材４２と、押しバネ４３、４４とを主に備えて構成されている。栓体６０は、内視鏡２
０を洗浄消毒する際に、内視鏡２０に設けられた各種開口部に装着される。本実施形態に
おいては、例えば、処置具挿入口２７の開口部と、送気送水制御ボタン（不図示）が外さ
れた送気送水シリンダー３１の開口部と、吸引制御ボタン（不図示）が外された吸引シリ
ンダー３２の開口部とに装着される。
【００３５】
　図３－図５に示すように栓体６０は、送気送水管路用栓体６１と、吸引管路用栓体６２
と、鉗子口部用栓体６３とを備えている。送気送水管路用栓体６１は、送気送水シリンダ
ー３１に配設される。吸引管路用栓体６２は、吸引シリンダー３２に配設される。鉗子口
部用栓体６３は、鉗子口部２８に配設される。鉗子口部用栓体６３は、流体が予め定めた
量漏れるように開けたリーク孔（不図示）を有している。
【００３６】
　吸引管路用栓体（以下、第２栓体と略記する）６２は、ポリサルフォン等の硬い樹脂製
である。第２栓体６２は、主に、第２摘み部６４と、第２緩合部６５と、第２弁部６６と
を備えて構成されている。第２摘み部６４は、第２栓体６２の一端部を構成し、本実施形
態においては、後述する可動範囲調整部を備える。
【００３７】
　第２緩合部６５は、吸引シリンダー３２の内部空間３２ｓ内に遊嵌状態で配設される。
第２緩合部６５は、吸引シリンダー３２の開口側の内部空間３２ｓ内に配置される。この
配置状態において、第２緩合部６５の外周面と吸引シリンダー３２の内周面との間に流体
路となる隙間を形成する。
【００３８】
　第２弁部６６は、第２栓体６２の外周面に設けられたフランジ部である。第２弁部６６
は、押しバネ配置部を兼ねている。第２弁部６６は、第２当接面６６ｔを備えている。第
２当接面６６ｔは、吸引シリンダー３２の操作部外部に位置するシリンダー開口端３２ｍ
に当接する。第２当接面６６ｔの反対面は、第２バネ配置面６６ｂであって、第２押しバ
ネ４４の一面が配置される。
【００３９】
　送気送水管路用栓体（以下、第１栓体と略記する）６１も、ポリサルフォン等の硬い樹
脂製である。第１栓体６１は、主に、第１摘み部６７と、第１緩合部６８と、第１弁部６
９とを備えて構成されている。第１摘み部６７は、第１栓体６１の一端部を構成し、本実
施形態においては、第２栓体６２と同様に可動範囲調整部を備える。
【００４０】
　第１緩合部６８は、送気送水シリンダー３１の内部空間３１ｓ内に配設される。第１緩
合部６８は、送気送水シリンダー３１の内部空間３１ｓ内に遊嵌配置される。この配置状
態において、第１緩合部６８の外周面と内部空間３１ｓを構成する内周面との間に流体路
となる隙間を形成する。
【００４１】
　第１弁部６９は、第１栓体６１の外周面に設けられたフランジ部である。第１弁部６９
は、押しバネ配置部を兼ねている。第１弁部６９は、第１当接面６９ｔを備えている。第
１当接面６９ｔは、送気送水シリンダー３１の操作部外部に位置するシリンダー開口端３
１ｍに当接する。第１当接面６９ｔの裏面は、第１バネ配置面６９ｂであって、第１押し
バネ４３の一面が配置される。
【００４２】
　なお、上述した実施形態においては、送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１
ｍに第１栓体６１の第１当接面６９ｔを当接させて開口を塞ぐ構成としている。また、吸
引シリンダー３２のシリンダー開口端３２ｍに第２栓体６２の第２当接面６６ｔを当接さ
せて開口を塞ぐ構成としている。　
　しかし、栓体６１の当接面が当接するシリンダー３１の当接面を、開口端ではなく、シ
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リンダー３１の内周面或いは外周面に設けるようにしてもよい。同様に、栓体６２の当接
面が当接するシリンダー３２の当接面を、開口端ではなく、シリンダー３２の内周面或い
は外周面に設けるようにしてもよい。
【００４３】
　具体的に、送気送水シリンダー３１の内周面に中心軸側に突出したフランジ或いは段差
部を設け、フランジ、段差部の開口側の面をシリンダー３１の当接面とする。または、吸
引シリンダー３２の内周面に中心軸側に突出したフランジ或いは段差部を設け、フランジ
、段差部の開口側の面をシリンダー３２の当接面とする。
【００４４】
　また、送気送水シリンダー３１の外周面側に開口端を囲うように外側に突出したフラン
ジ或いは段差部を設け、フランジ、段差部の開口側の面をシリンダー３１の当接面とする
。または、吸引シリンダー３２の外周面側に開口端を囲うように外側に突出したフランジ
或いは段差部を設け、フランジ、段差部の開口側の面をシリンダー３２の当接面とする。
【００４５】
　そして、シリンダー３１の当接面に、栓体６１の当接面６９ｔを当接させることにより
、送気送水シリンダー３１の開口塞ぐ構成とし、シリンダー３２の当接面に、栓体６２の
当接面６６ｔを当接させることにより、吸引シリンダー３２の開口を塞ぐ構成としてもよ
い。
【００４６】
　取付保持部４１及び摘み載置部材４２は、予め定めた剛性を有する例えばＳＵＳ等の金
属板部材で構成される。摘み載置部材４２は、細長な平板形状である。摘み載置部材４２
には、栓体６１を載置する貫通孔４２ａ、栓体６２を載置する貫通孔４２ｂが形成されて
いる。
【００４７】
　これに対して、取付保持部４１は、金属板部材を折り曲げて形成される。取付保持部４
１は、取付面４１ａと、一対の保持部４１ｂと、隙間形成部４１ｃとを備えて構成されて
いる。取付面４１ａは、Ｕ字状スリット４１ｕを有する。保持部４１ｂは、取付保持手段
である。保持部４１ｂは、取付面４１ａの一面に対向する対向面４１ｆを有する。隙間形
成部４１ｃは、取付面４１ａの一短辺側に設けられる。隙間形成部４１ｃは、先端面を対
向面４１ｆに向けて折り曲げて形成されている。隙間形成部４１ｃの先端面と、一対の保
持部４１ｂの対向面４１ｆとの間に摘み載置部材４２が摺動自在に配置される。
【００４８】
　なお、Ｕ字状スリット４１ｕの開口側は、取付面４１ａの他短辺側である。、図６に示
すように、内視鏡２０の送気送水シリンダー３１の開口部外側にある送気送水シリンダー
溝３１ｒおよび吸引シリンダー３２の開口部外側にある吸引シリンダー溝３２ｒに、Ｕ字
状スリット４１ｕを形成する取付面４１ａを嵌め込む。この結果、取付保持部４１が内視
鏡２０に位置決め固定される。なお、Ｕ字状スリット４１ｕは開口して流体排水口４１ｍ
を構成している。
【００４９】
　内視鏡２０の操作部２２に設けられた各種開口部に対する、内視鏡用栓部材４０の装着
方法を説明する。　
　処置具挿入口２７の開口部に対しては、鉗子口部用栓体６３を嵌め込み装着する。
【００５０】
　送気送水シリンダー３１の開口部に対して第１栓体６１を嵌め込み装着すると共に、吸
引シリンダー３２の開口部に対して第２栓体６２を嵌め込み装着する。その際、まず、取
付保持部４１に対して摘み載置部材４２を、第１栓体６１および第２栓体６２が載置され
た側、つまり図４における右側にスライドさせた状態にする。そして、この状態で、送気
送水シリンダー３１に第１栓体６１の第１緩合部６８を挿入し、吸引シリンダー３２に第
２栓体６２の第２緩合部６５を挿入する。
【００５１】
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　その後、摘み載置部材４２に対して取付保持部４１を、第１栓体６１および第２栓体６
２が載置された側、つまり図４における右側にスライドさせる。この際、送気送水シリン
ダー溝３１ｒおよび吸引シリンダー溝３２ｒにＵ字状スリット４１ｕを形成する取付面４
１ａを嵌め込む。この結果、取付保持部４１を内視鏡２０に位置決め固定される。
【００５２】
　つまり、取付保持部４１と摘み載置部材４２は、第１栓体６１および第２栓体６２を送
気送水シリンダー３１および吸引シリンダー３２の開口方向に可動に保持するとともに、
内視鏡２０に装着可能な取付保持手段である。
【００５３】
　取付保持部４１が内視鏡２０に位置決め固定された状態において、送気送水管路用押し
バネ（以下、第１押しバネと略記する）４３は、第１栓体６１の第１弁部６９の第１当接
面６９ｔを送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１ｍに押し付ける付勢力を有す
る付勢部材である。第１押しバネ４３は、摘み載置部材４２と第１弁部６９の第１バネ配
置面６９ｂとの間に配置される。
【００５４】
　一方、取付保持部４１が内視鏡２０に位置決め固定された状態において、吸引管路用押
しバネ（以下、第２押しバネと略記する）４４は、第２栓体６２の第２弁部６６の第２当
接面６６ｔを吸引シリンダー３２のシリンダー開口端３２ｍに押し付ける付勢力を有する
付勢部材である。第２押しバネ４４は、摘み載置部材４２と第２弁部６６の第２バネ配置
面６６ｂとの間に配置される。
【００５５】
　図５、図６等に示すように本実施形態の摘み部６４、６７にはそれぞれ可動範囲調整部
となるカム部である摘み部フランジ７０が設けられている。一方、取付保持部４１の保持
部４１ｂには可動範囲調整部となる一対の摘み位置規定部４５が設けられている。　
　なお、以下の説明において、摘み部フランジ７０の構成は、第１摘み部６７及び第２摘
み部６４において同様である。そのため、第２摘み部６４の摘み部フランジ７０について
その構成を説明して、第１摘み部６７の摘み部フランジ７０については説明を省略する。
　
　摘み部フランジ７０は、第２摘み部６４の外周に設けられたフランジ部である。摘み部
フランジ７０の表面側に複数のカム面が形成されている。摘み部フランジ７０の裏面は、
平面であって、取付保持部４１の一対の保持部４１ｂにおける対向面４１ｆと反対側の面
に当接する。裏面が当接することにより、第２押しバネ４４の付勢力による第２緩合部６
５側への第２栓体６２の可動位置（範囲）が規制されている。
【００５６】
　摘み部フランジ７０の複数のカム面は、例えば、第１平面７１と、第２平面７２と、第
３平面７３と、第４平面７４と、傾斜面７５、７６、７７、７８とを備えて構成されてい
る。
【００５７】
　第１平面７１は、摘み部フランジ７０の裏面であるカム底面より予め定めた高さ寸法ｈ
１に設定されている。第２平面７２は、カム底面より予め定めた高さ寸法ｈ２に設定され
ている。第３平面７３は、カム底面より予め定めた高さ寸法ｈ３に設定されている。第４
平面７４は、カム底面より予め定めた高さ寸法ｈ４に設定されている。
【００５８】
　第１平面７１と第２平面７２との間には第１傾斜面７５が設けられている。第２平面７
２と第３平面７３との間には第２傾斜面７６が設けられている。第３平面７３と第４平面
７４との間には第３傾斜面７７が設けられている。第４平面７４と第１平面７１との間に
は第４傾斜面７８が設けられている。複数のカム面は、摘み部フランジ７０の表面に連続
した面を形成している。
【００５９】
　摘み位置規定部４５は、規定部本体４６と、当接部４７とを備えて構成されている。規
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定部本体４６の底面は、取付保持部４１の一対の保持部４１ｂの各々に接着、溶接等によ
って一体的に固定される。なお、本実施形態においては、摘み位置規定部４５を取付保持
部４１に接着、溶接等により固定している。しかし、例えば、取付保持部４１の一部を保
持部４１ｂから延出させて、摘み位置規定部を形成するようにしてもよい。
【００６０】
　当接部４７は、規定部本体４６より突出している。当接部４７は、規定面４７ａを備え
ている。規定面４７ａには、摘み部フランジ７０の複数のカム面のいずれかが当接する。
カム面が規定面４７ａに当接することにより、第１摘み部６７側への第１栓体６１の可動
位置（範囲）を規制すると共に、第２摘み部６４側への第２栓体６２の可動位置（範囲）
を規制する。つまり、取付保持部４１が内視鏡２０に位置決め固定された状態において、
カム面が規定面４７ａに当接して、送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１ｍと
第１栓体６１の第１当接面６９ｔとの間隔を規定すると共に、吸引シリンダー３２のシリ
ンダー開口端３２ｍと第２栓体６２の第２当接面６６ｔとの間隔を規定する。
【００６１】
　ここで、本実施形態における内視鏡２０の洗浄方法を示す。　
　まず、前述した方法で、内視鏡２０の操作部２２に設けられた各種開口部に対して内視
鏡用栓部材４０を装着する。
【００６２】
　一方、内視鏡２０のコネクタ部２４の加圧口金５１と送水口金５２とに、図１に記載の
連結栓６を装着する。また、この状態で、コネクタ部２４の送気口金５３に、図１に記載
の送気・送水管路用チューブ７ａの一端部を連結し、吸引口金５４に吸引管路用チューブ
７ｂの一端部を連結する。送気・送水管路用チューブ７ａの他端部及び吸引管路用チュー
ブ７ｂの他端部に、図１に記載の注入チューブ体８を連結する。そして、図１に記載の予
め設定された容量の注射器９を注入チューブ体８の例えば送気・送水管路用チューブ７ａ
側に接続する。
【００６３】
　次に、作業者は、注射器９のプランジャー９ａを操作してシリンジ９ｂ内の例えば洗浄
液等の液体を送気・送水管路用チューブ７ａに注入する。すると、液体は、ユニバーサル
コード部２３内を挿通する基端側送気チューブ３７内、及び連結栓６を介して基端側送水
チューブ３８内に流入される。
【００６４】
　プランジャー９ａの操作に伴って、液体は、基端側送気チューブ３７及び基端側送水チ
ューブ３８から送気送水シリンダー３１の内部空間３１ｓに流入する。ここで、送気送水
シリンダー３１に流入した液体の一部は、第１押しバネ４３の付勢力に抗して第１栓体６
１を押し上げる。すると、液体の一部が第１弁部６９とシリンダー開口端３１ｍとの隙間
から流出される。この結果、送気送水シリンダー３１の内部空間３１ｓおよびシリンダー
開口端３１ｍに対する液体による洗浄等がなされる。
【００６５】
　一方、送気送水シリンダー３１に流入した液体の大部分は、送気送水シリンダー３１を
経由して内視鏡２０の挿入部２１内を挿通する先端側送気チャンネル３３及び先端側送水
チャンネル３４に流入する。その後、チャンネル３３、３４に流入した液体は、内視鏡２
０の先端面２ｆに設けられている送気送水ノズル２５から流出される。送気送水ノズル２
５は、洗浄時、液体の排出口である。　
　このことによって、基端側送気チューブ３７内、基端側送水チューブ３８、送気送水シ
リンダー３１内、先端側送気チャンネル３３内及び先端側送水チャンネル３４内に対する
液体による洗浄等がされる。
【００６６】
　この後、注射器９を注入チューブ体８の吸引管路用チューブ７ｂ側に接続してプランジ
ャー９ａを操作する。すると、液体は、吸引管路用チューブ７ｂからユニバーサルコード
部２３内を挿通する基端側吸引チューブ３９内、吸引シリンダー３２の内部空間３２ｓ、
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先端側吸引チャンネル３５内および処置具チャンネル３６内を通過していく。通過する液
体のうち一部が鉗子口部用栓体６３のリーク孔から流出され、一部が押し上げられた第２
弁部６６とシリンダー開口端３２ｍとの隙間から流出され、大部分が吸引口２６から流出
されることにより液体による洗浄等が行われる。吸引口２６は、洗浄時、液体の排出口と
なる。
【００６７】
　このとき、本実施形態においては、図６に示すように取付保持部４１が内視鏡２０に位
置決め固定された状態であり、この状態で第２摘み部６４を回転させ、摘み部フランジ７
０のカム面の第４平面７４を摘み位置規定部４５の規定面４７ａに当接する位置に配置す
ることによって、第２栓体６２の第２弁部６６の第２当接面６６ｔと吸引シリンダー３２
のシリンダー開口端３２ｍとが密着する。なお、第１栓体６１においても、第１摘み部６
７を回転させ、第４平面７４を規定面４７ａに当接する位置に配置することによって、第
１栓体６１の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１ｍとが
密着する。
【００６８】
　一方、第２摘み部６４を操作して図７に示すように摘み部フランジ７０のカム面の第３
平面７３を摘み位置規定部４５の規定面４７ａに配置する。このことによって、第２栓体
６２の第２当接面６６ｔと吸引シリンダー３２のシリンダー開口端３２ｍとの最大開放間
隔がｄ３に設定される。なお、第１摘み部６７を操作して第３平面７３を規定面４７ａに
配置することにより、第１栓体６１の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリ
ンダー開口端３１ｍとの最大開放間隔がｄ３に設定される。つまり、ｄ３＝ｈ４－ｈ３の
距離となる。
【００６９】
　同様に、図８に示すように摘み部フランジ７０のカム面の第２平面７２を摘み位置規定
部４５の規定面４７ａに配置することによって、第２栓体６２の第２当接面６６ｔと吸引
シリンダー３２のシリンダー開口端３２ｍとの最大開放間隔がｄ２に設定される。なお、
第１摘み部６７についても、第２平面７２を規定面４７ａに配置することにより、第１栓
体６１の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１ｍとの最大
開放間隔がｄ２に設定される。つまり、ｄ２＝ｈ４－ｈ２の距離となる。
【００７０】
　また、図９に示すように摘み部フランジ７０のカム面の第１平面７１を摘み位置規定部
４５の規定面４７ａに配置することによって、第２栓体６２の第２当接面６６ｔと吸引シ
リンダー３２のシリンダー開口端３２ｍとの最大開放間隔がｄ１に設定される。なお、第
１摘み部６７についても、第１平面７１を規定面４７ａに配置することによって、第１栓
体６１の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリンダー開口端３１ｍとの最大
開放間隔がｄ１に設定される。つまり、ｄ１＝ｈ４－ｈ１の距離となり、ｄ１＞ｄ２＞ｄ
３となる。
【００７１】
　このように、本実施形態においては、摘み位置規定部４５の規定面４７ａに摘み部フラ
ンジ７０のカム面の第１平面７１から第４平面７４までの何れか一面を配置させることに
よって、第１当接面６９ｔとシリンダー開口端３１ｍとが密着した状態、または、第２当
接面６６ｔとシリンダー開口端３２ｍとが密着した状態、或いは最大開放間隔を予め定め
た寸法ｄ１、ｄ２、ｄ３に規定することができる。
【００７２】
　そして、管路容積に対応させて間隔ｄ１、ｄ２、ｄ３を規定することにより、第２弁部
６６の当接面６６ｔとシリンダー開口端３２ｍとの隙間及び隙間から流出する洗浄液等の
液体の流出量を最適に調整すること、及び第１弁部６９の当接面６９ｔとシリンダー開口
端３１ｍとの隙間から流出する洗浄液等の液体の流出量を最適に調整することができる。
【００７３】
　また、第１当接面６９ｔとシリンダー開口端３１ｍとを密着した状態にすることによっ
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て、送気送水シリンダー３１のシリンダー開口から液体や空気が漏れ出ることなく、内視
鏡２０の内部に設けられている送気送水管路全域、特に挿入部２１の先端側に位置する送
気送水ノズル２５側に液体や空気を速やかに供給することができる。この結果、送気送水
管路内への液体の充填、あるいは、空気による送気送水管路内の水分等の排出を速やかに
行える。
【００７４】
　また、第２当接面６６ｔとシリンダー開口端３２ｍとを密着した状態にすることによっ
て、吸引シリンダー３２のシリンダー開口から液体や空気が漏れ出ることなく、内視鏡２
０の内部に設けられている吸引管路の全域、特に挿入部２１の先端側に位置する吸引口２
６側に液体や空気を速やかに供給することができる。この結果、吸引管路内への液体の充
填、あるいは、空気による吸引管路内の水分等の排出を速やかに行える。
【００７５】
　また、例えば大腸内視鏡等、管路容積が大きな内視鏡においては、最大開放間隔をｄ３
に設定する。このことによって、洗浄液等の液体を送気送水管路に注入した際、送気送水
シリンダー３１のシリンダー開口から最適な量の洗浄液等が流出される。また、洗浄液等
の液体を吸引管路に注入した際、吸引シリンダー３２のシリンダー開口から最適な量の洗
浄液等が流出される。言い換えれば、必要以上の洗浄液等がシリンダー開口から流出する
ことを防止してシリンダー開口端３１ｍの洗浄、または、シリンダー開口端３２ｍの洗浄
を行える。したがって、注射器９のプランジャー９ａを操作する操作回数を増大させるこ
となく、送気送水シリンダー３１を経由して、先端側送気チャンネル３３及び先端側送水
チャンネル３４に洗浄液等を供給して洗浄等を行え、吸引シリンダー３２を経由して、先
端側吸引チャンネル３５及び処置具チャンネル３６に洗浄液等を供給して洗浄等を行える
。
【００７６】
　また、例えば経口内視鏡等、管路容積が大腸内視鏡より小さく経鼻内視鏡より大きな内
視鏡においては、最大開放間隔をｄ２に設定する。そして、経鼻内視鏡等においては、最
大開放間隔をｄ１に設定する。この結果、洗浄液等の流体を各内視鏡の送気送水管路に注
入した際、送気送水シリンダー３１のシリンダー開口から最適な量の洗浄液等が流出され
る。また、洗浄液等の流体を各内視鏡の吸引管路に注入した際、吸引シリンダー３２のシ
リンダー開口から最適な量の洗浄液等が流出される。言い換えれば、必要以上の洗浄液等
がシリンダー開口から流出することを防止してシリンダー開口端３１ｍの洗浄またはシリ
ンダー開口端３２ｍの洗浄を行える。したがって、注射器９のプランジャー９ａを操作す
る操作回数を増大させることなく、各内視鏡の送気送水シリンダー３１を介して、先端側
送気チャンネル３３及び先端側送水チャンネル３４に洗浄液等を供給して洗浄等を行え、
各内視鏡の吸引シリンダー３２を介して、先端側吸引チャンネル３５及び処置具チャンネ
ル３６に洗浄液等を供給して洗浄等を行える。
【００７７】
　なお、上述した実施形態においては、摘み部６４、６７に設けた摘み部フランジ７０に
例えば平面７１－７４を備えるカム面を設けるとしている。しかし、図１０に示すように
摘み部６４、６７に例えば間隔ｄ１に対応する厚みの摘み部フランジ８０を設け、その摘
み部フランジ８０上に厚みｔ１の第１スペーサー８１、または、厚みｔ２の第２スペーサ
ー８２、または、厚みｔ３の第３スペーサー８３を配置することによって上述の作用及び
効果を得るようにしてもよい。符号８０ａは、摘み逃がし溝である。本実施形態において
、摘み部フランジ８０及びスペーサー８１－８３が可動範囲調整部として機能する。
【００７８】
　具体的に、摘み部フランジ８０にスペーサーを載置させていない状態おいては図９に示
した作用及び効果が得られる。一方、摘み部フランジ８０に第１スペーサー８１を載置さ
せることによって図８に示した作用及び効果が得られる。また、摘み部フランジ８０に第
２スペーサー８２を載置させることによって図７に示した作用及び効果が得られる。そし
て、摘み部フランジ８０に第３スペーサー８３を載置させることによって図６に示した作
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用及び効果を得られる。
【００７９】
　なお、上述したスペーサー８１，８２，８３は、摘み部６４、６７に各々設けても、一
体に設けてもよい。つまりスペーサー８１，８２，８３は摘み部６４，６７の摘み部フラ
ンジに一体的に搭載できる形状としてもよい。
【００８０】
　図１１－図１３は、可動範囲調整部の変形例である。　
　図１１及び図１２に示すように本実施形態において、可動範囲調整部は、栓体移動規制
部材９０である。　
　図１１、図１２に示すように本実施形態の栓体６１Ａは、摘み部６４Ａを備え、栓体６
２Ａは摘み部６７Ａを備えている。摘み部６４Ａ、６７Ａの上面は、それぞれ平面を有し
て構成されている。摘み部６４Ａの上面に構成された平面及び摘み部６７Ａの上面に構成
された平面は、一対の保持部４１ｂの上側面４１ｓに対して予め定めた量突出する構成に
なっている。
【００８１】
　栓体移動規制部材９０は、予め定めた剛性を有する、ＳＵＳ等の金属板部材で構成され
ている。栓体移動規制部材９０の一端は、ヒンジ部材９４により摘み載置部材４２の一端
に回動可能に設けられている。栓体移動規制部材９０の他端には、摘み載置部材４２の他
端に係合する引掛部材９１が回動可能に設けられている。
【００８２】
　本実施形態においては、図１３に示すように引掛部材９１を摘み載置部材４２の他端に
係合して固設することによって、摘み載置部材４２の一面が摘み部６４Ａ、６７Ａの上面
に構成された平面に当接配置される。このとき、例えば前記図６と同様に第２弁部６６の
第２当接面６６ｔと吸引シリンダー３２のシリンダー開口端３２ｍとを密着した状態にす
るとともに、第１弁部６９の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリンダー開
口端３１ｍとを密着状態にするようになっている。
【００８３】
　本実施形態においては、栓体移動規制部材９０の引掛部材９１を摘み載置部材４２の他
端に係合させて、栓体移動規制部材９０と摘み載置部材４２とを予め定めた一体固設状態
にする。すると、例えば、各シリンダー３１、３２のシリンダー開口から液体や空気が漏
れ出ることなく、管路内の液体の充填または水分等の排出を速やかに行える状態にするこ
とができる。　
　そして、栓体移動規制部材９０を上述した実施形態に組み合わせて、摘み部フランジ７
０のカム面に設ける平面の数を少なくする、或いは、スペーサーの数を少なくするように
してもよい。なお、組み合わせる構成の場合、摘み部６４、６７の上面に上述した構成の
平面を形成する。
【００８４】
　また、図１４に示すように栓体移動規制部材９０と摘み載置部材４２との一体固定を、
螺合によって行うようにしてもよい。具体的に、栓体移動規制部材９０の両側部に雄ねじ
９２を設け、摘み載置部材４２の両側部に雌ねじ４２ｆを設け、それぞれを螺合して一体
固定する。　
　この構成によれば、栓体移動規制部材９０の両端部が螺合によって摘み載置部材４２に
一体に固定されることによって、摘み部６４Ａ、６７Ａを均等に押圧することができる。
　
　なお、この場合、栓体移動規制部材９０の一端と摘み載置部材４２の一端とは、ヒンジ
部材９４による固定に限定されるものではない。つまり、図１４に示すように、栓体移動
規制部材９０の一端と、摘み載置部材４２の一端とに開口を設け、この開口に環状部材を
挿通させることにより、摘み載置部材４２に対し栓体移動規制部材９０を移動可能に固定
してもよい。
【００８５】
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　また、栓体移動規制部材９０の他端側と摘み載置部材４２の他端側との位置決めを取付
固定棒と、固定用貫通孔４２ｈとにより行ってもよい。取付固定棒は、栓体移動規制部材
９０の他端側における摘み載置部材４２に対向する一面から突出して設けられる。固定用
貫通孔４２ｈは、摘み載置部材４２の他端側に設けられる。、取付固定棒は、固定用貫通
孔４２ｈに貫通して配置される。このとき、摘み載置部材４２に対し栓体移動規制部材９
０は、栓体６１Ａ、６２Ａの可動方向と直交する方向に位置決めされるとともに、栓体６
１Ａ、６２Ａの可動方向には移動可能となる。
【００８６】
　この場合、栓体移動規制部材９０を栓体６１Ａ、６２Ａ側に押しこむ量により、各シリ
ンダー３１、３２のシリンダー開口から液体や空気が漏れ出る量を調整することが可能と
なる。
【００８７】
　さらに、図１５に示すように加圧部９３を摘み部６４Ａ、６７Ａに対向するように栓体
移動規制部材９０に設けるようにしてもよい。加圧部９３は、板状のバネ部材を折曲させ
て形成した付勢部材、あるいは、コイル状のバネ部材、あるいはスポンジ等の弾性部材で
形成した付勢部材である。
【００８８】
　この構成によれば、加圧部９３が摘み部６４Ａ、６７Ａの上面を押圧する。この結果、
流体圧力による第１弁部６９の第１当接面６９ｔと送気送水シリンダー３１のシリンダー
開口端３１ｍとの開閉度合い及び第２弁部６６の第２当接面６６ｔと吸引シリンダー３２
のシリンダー開口端３２ｍとの開閉度合いが変化する。
【００８９】
　つまり、送気口金５３を経由して送気送水シリンダー３１内に供給された洗浄液が第１
栓体６１へ付与する供給圧力が所定圧力のときにおいて、加圧バネ９３が摘み部６４Ａの
上面を押圧する場合と押圧しない場合とで、栓体６１Ａの可動範囲が変化する。また、吸
引口金５４を経由して吸引シリンダー３２内に供給された洗浄液が第２栓体６２へ付与す
る供給圧力が所定圧力のときにおいて、加圧バネ９３が摘み部６７Ａの上面を押圧する場
合と押圧しない場合とで、栓体６２Ａの可動範囲が変化する。
【００９０】
　したがって、加圧バネ９３の付勢力を適宜設定することによって、内視鏡の管路容積に
対応した内視鏡用栓部材を得ることができる。そして、この構成においては、雄ねじ９２
を雌ねじ４２ｆに対して所定の状態に螺合して弁部６６の当接面６６ｔとシリンダー３２
のシリンダー開口端３２ｍとを密着した状態にすること、弁部６９の当接面６９ｔとシリ
ンダー３１のシリンダー開口端３１ｍとを密着した状態にすることができる。
【００９１】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【００９２】
　例えば、本実施形態におけるシリンダー３１、３２と同様に、鉗子口部用栓体６３のよ
うな内視鏡の開口部、すなわち、一端が液体が注入される注入口に連通し、他端が注入口
とは異なり液体を排出する排出口に連通する管路を内部に配設されると共に、この管路の
途中に連通して注入口および液体排出口とは異なる開口部に、本願の前述した実施形態に
記載の栓体、例えば、上述した第２摘み部６４の摘み部フランジ７０の構成を有した栓体
を適用してもよい。
【００９３】
　本出願は、２０１１年１１月１０日に日本国に出願された特願２０１１－２４６７４０
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲、図面に引用されたものとする。
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【図９】

【図１０】
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【図１４】

【図１５】

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月18日(2013.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の一態様の内視鏡用栓部材は、外部に連通する開口部を有した内視鏡の、前記開
口部に装着される内視鏡用栓部材であって、前記開口部に設けられた第１の当接面と、前
記第１の当接面に当接することにより前記開口部を塞ぐ第２の当接面を有した栓体と、前
記第２の当接面が前記第１の当接面に当接する第１の位置とこの位置から離間する第２の
位置との間で前記栓体を可動に保持するとともに、前記内視鏡に着脱可能な保持手段と、
前記第２の当接面が前記第１の当接面に当接する方向に前記栓体を押し付ける付勢力を前
記栓体に付与する付勢部材と、前記栓体の可動範囲のうちで、該栓体の可動範囲を、選択
的に変化させる調整部と、を具備している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部に連通する開口部を有した内視鏡の、前記開口部に装着される内視鏡用栓部材にお
いて、
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　前記開口部に設けられた第１の当接面と、
　前記第１の当接面に当接することにより前記開口部を塞ぐ第２の当接面を有した栓体と
、
　前記第２の当接面が前記第１の当接面に当接する第１の位置とこの位置から離間する第
２の位置との間で前記栓体を可動に保持するとともに、前記内視鏡に着脱可能な保持手段
と、
　前記第２の当接面が前記第１の当接面に当接する方向に前記栓体を押し付ける付勢力を
前記栓体に付与する付勢部材と、
　前記栓体の可動範囲のうちで、該栓体の可動範囲を、選択的に変化させる調整部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用栓部材。
【請求項２】
　前記内視鏡は、流体が注入される注入口と、前記流体が排出される排出口と、前記注入
口と前記排出口に連通する内部管路と、を有し、
　前記開口部は、前記内部管路の途中で前記内部管路と連通し、
　前記調整部は、前記内部管路に注入された流体が前記開口部と前記栓体との間から漏れ
出る量を選択的に変化させることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項３】
　前記調整部は、前記保持手段に設けられたカム当接部と、前記栓体に設けられ、前記栓
体の可動方向に異なる高さを有した複数のカム面を有するカム部と、複数の前記カム面の
いずれかを選択的に前記カム当接部と当接可能な位置に配置させる摘み部と、を備えて構
成され、
　前記摘み部により複数の前記カム面のいずれかを選択的に前記カム当接部と当接可能な
位置に配置することにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項４】
　前記調整部は、前記栓体に設けられたフランジと、前記栓体の可動方向で前記フランジ
と当接する前記保持手段に設けられた第１の当接部と、前記フランジと前記第１の当接部
との間に着脱可能に載置される複数のスペーサーと、を備えて構成され、
　前記フランジと前記第１の当接部との間に前記スペーサーを載置しないか、いずれかの
前記スペーサーを選択的に載置することにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に変化
させることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項５】
　前記調整部は、前記栓体に設けられた第２の当接部と、前記栓体の可動による前記第２
の当接部の可動範囲内に挿抜可能に設けられた突き当て部材と、とを備えて構成され、
　前記突き当て部材を前記第２の当接部の可動範囲内に挿抜することにより、前記栓体の
前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項６】
　前記保持手段に設けられた雌ねじと、前記突き当て部材に配設され、前記雌ねじに前記
栓体の可動方向にねじ込まれる雄ねじと、を有し、前記雄ねじの前記雌ねじへのねじ込み
量を選択的に変化させることにより、前記栓体の前記可動範囲を選択的に変化させること
を特徴とする請求項５に記載の内視鏡用栓部材。
【請求項７】
　前記調整部は、前記栓体に設けられた第２の当接部と、前記栓体の可動による前記第２
の当接部の可動範囲内に挿抜可能に設けられ、前記付勢部材の付勢力と同一方向に前記栓
体へ追加付勢力を付与する他の付勢部材と、を備え
　前記他の付勢部材を前記第２の当接部の可動範囲内に挿抜することにより、前記内視鏡
の内部管路に注入された流体が前記栓体へ付与する圧力が所定圧力の時における、前記栓
体の前記可動範囲を選択的に変化させることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用栓部
材。



(20) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

20

30

40

【国際調査報告】



(21) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

20

30

40



(22) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

20

30

40



(23) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

20

30

40



(24) JP WO2013/069412 A1 2013.5.16

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内窥镜插头

公开(公告)号 JPWO2013069412A1 公开(公告)日 2015-04-02

申请号 JP2013502733 申请日 2012-10-15

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 阿部祐尚

发明人 阿部 祐尚

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24

CPC分类号 A61B1/00137 A61B1/00068 A61B1/125 A61B2090/701 G02B23/2476

FI分类号 A61B1/00.300.B G02B23/24.A

F-TERM分类号 2H040/DA21 2H040/DA56 2H040/DA57 2H040/EA01 4C161/GG08 4C161/HH02 4C161/HH04 4C161
/HH05

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

优先权 2011246740 2011-11-10 JP

其他公开文献 JP5231692B1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

内窥镜插接构件是安装在具有与外部连通的开口部的内窥镜的开口部中
的内窥镜插接构件，该内窥镜插接构件包括：设置在该开口部的开口部
侧抵接面；以及设置在该开口部侧的抵接面。 塞体具有：塞体侧接触
面，该塞体侧接触面通过与开口部侧接触面抵接而堵塞开口部。 附接和
保持装置，其沿插头体侧接触表面远离开口部侧接触表面移动的方向可
移动地保持插头体，并且能够安装到内窥镜和从内窥镜拆卸。 插塞体施
力部件，其向插塞体侧抵接面与开口部侧抵接面抵接于插塞体的方向施
加推压力。 可移动范围调节部，该可移动范围调节部在分离方向上选择
性地改变塞子主体的可移动范围。
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